
仙
台
・
郡
山
で
夏
季
手
当
超

低
額
回
答
に
抗
議
し
再
回
答

を
求
め
る
集
会
を
開
催
！

6
月
19
日
、
貨
物
宮
城
総
鉄

門
前
で
開
催
さ
れ
た
宮
城
県
集

会
に
は
宮
城
県
支
部
と
仙
総
支

部
の
仲
間
約
60
人
が
か
け
つ
け

た
。

集
会
に
お
い
て
東
北
貨
物
協

議
会
大
越
議
長
は
、
「
会
社
は

昨
年
度
バ
ブ
ル
期
に
次
ぐ
経
常

利
益
を
確
保
し
な
が
ら
、
期
末

手
当
は
『
年
間
2
・
4
ヶ
月
』

と
過
去
最
低
。
期
末
手
当
は
業

績
の
反
映
で
あ
る
と
し
な
が
ら

社
員
に
還
元
し
な
い
の
は
大
問

題
」
「
超
低
額
回
答
と
合
せ
福

利
厚
生
も
一
部
削
ら
れ
て
お
り
、

社
員
に
鞭
だ
け
を
振
り
か
ざ
し

て
は
、
会
社
を
担
う
若
者
が
居

な
く
な
る
の
で
は
と
危
惧
。
現

実
に
若
手
社
員
が
辞
め
て
お
り
、

定
年
退
職
を
待
た
ず
に
若
年
退

職
も
続
い
て
い
る
。
生
活
設
計

が
立
た
な
い
、
将
来
展
望
が
真
っ

暗
で
は
当
然
か
」
と
怒
り
と
悔

し
さ
を
滲
ま
せ
た
。

ま
た
手
当
獲
得
の
戦
術
に
つ

い
て
、
「
東
北
の
各
貨
物
分
会

か
ら
は
ス
ト
の
要
請
が
上
っ
て

お
り
是
非
と
も
指
令
を
要
請
し

た
い
。
『
ス
ト
の
効
果
論
等
』

も
あ
り
未
だ
指
令
は
な
い
が
、

見
せ
る
闘
い
も
重
要
。
組
織
拡

大
に
も
繋
が
る
」
と
現
状
打
開

に
向
け
た
闘
い
を
訴
え
た
。

こ
の
間
、
貨
物
職
場
で
は
創

意
工
夫
し
た
闘
い
を
展
開
し
て

き
た
。
ま
た
地
方
本
部
は
客
貨

一
体
と
な
っ
た
緊
急
抗
議
集
会

と
合
わ
せ
、
東
北
協
議
会
と
し

て
貨
物
東
北
支
社
に
対
し
、
再

回
答
を
求
め
る
申
し
入
れ
を
実

施
し
て
き
た
が
及
ば
な
か
っ
た
。

な
お
、
本
部
は
6
月
24
日
15

時
妥
結
し
、
本
部
見
解
を
発
し

た
。

5
月
15
〜
16
日
、
第
14
回
国

労
東
日
本
本
部
軟
式
野
球
大
会

が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。

前
回
大
会
で
の
予
選
敗
退
の

雪
辱
に
燃
え
る
仙
台
地
本
チ
ー

ム
は
、
見
事
準
優
勝
の
栄
冠
に

輝
い
た
。

一
昨
年
開
催
さ
れ
た
第
13
回

大
会
で
は
、
仙
台
地
本
か
ら
約

20
人
の
参
加
で
あ
っ
た
が
、
今

大
会
は
助
っ
人
を
含
め
て
12
人
。

「
少
数
精
鋭
」
と
言
え
ば
格
好

よ
い
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は

「
大
丈
夫
か
な
？
」
と
い
う
の

が
本
音
で
あ
っ
た
。
無
論
そ
の

こ
と
は
口
に
は
出
さ
な
い
。

だ
が
そ
ん
な
心
配
を
よ
そ
に
、

落
合
監
督
は
、
「
い
つ
も
ろ
く

に
ア
ッ
プ
し
な
い
で
ゲ
ー
ム
す

る
か
ら
ダ
メ
な
ん
だ
よ
な
。
体

が
温
ま
っ
て
か
ら
は
そ
こ
そ
こ

い
い
ゲ
ー
ム
す
る
ん
だ
か
ら
…
。

今
回
は
早
め
に
行
っ
て
ア
ッ
プ

を
し
っ
か
り
す
る
か
」
と
、
あ

く
ま
で
も
勝
ち
に
い
っ
て
い
る
。

か
く
し
て
こ
の
作
戦
？
は
見

事
に
功
を
奏
し
、
エ
ー
ス
の
大

倉
投
手
は
強
豪
千
葉
を
相
手
に

ノ
ー
ヒ
ッ
ト
で
ね
じ
伏
せ
、
打

線
も
援
護
し
7
対
1
で
初
戦
を

飾
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
夜
開
か
れ
た
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
強
化
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
は
、
殆
ど
の
選
手
は
当
然
饒

舌
だ
。
だ
が
全
員
が
翌
日
の
試

合
に
照
準
を
合
わ
せ
て
お
り
、

決
し
て
羽
目
を
外
す
選
手
は
い

な
い
（
も
う
若
く
な
い
と
い
う

こ
と
か
…
）
。

そ
し
て
迎
え
た
古
豪
秋
田
戦
。

平
均
年
齢
は
仙
台
チ
ー
ム
よ

り
か
な
り
上
の
様
子
。
序
盤
3

回
表
で
既
に
9
対
0
と
圧
勝
ム
ー

ド
。
そ
こ
に
隙
が
生
ま
れ
た
の

か
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
次
々
と

襲
い
か
か
る
。

3
回
裏
、
先
発
の
阿
部
（
貴
）

投
手
が
古
傷
の
肩
の
痛
み
を
訴

え
、
セ
カ
ン
ド
の
堀
口
選
手
が

急
遽
登
板
。
し
か
し
冷
え
切
っ

て
い
た
肩
に
リ
リ
ー
フ
の
荷
は

重
す
ぎ
た
の
か
。
温
存
し
て
い

た
大
倉
選
手
を
急
遽
投
入
す
る

も
、
一
時
は
10
対
9
と
追
い
つ

か
れ
、
辛
く
も
逃
げ
切
っ
た
が
、

そ
の
代
償
は
余
り
に
も
大
き
か
っ

た
。前

日
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
、

バ
ッ
ト
が
振
れ
て
い
る
小
松
選

手
は
こ
の
ゲ
ー
ム
で
も
ラ
ン
ニ

ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
確
実
の
当
た

り
を
飛
ば
し
た
が
、
二
塁
ベ
ー

ス
を
回
っ
た
と
こ
ろ
で
突
如
倒

れ
こ
ん
だ
。
「
バ
ン
！
」
と
音

が
し
た
と
言
う
。
肉
離
れ
で
あ

る
。

ま
た

「
ピ
キ
ッ
と
音
が
し
た
」

と
言
う
堀
口
選
手
の
腕
は
肘
の

靭
帯
の
付
根
箇
所
か
ら
骨
が
剥

が
れ
る
と
い
う
剥
離
骨
折
で
重

症
。
私
と
3
人
で
救
急
搬
送
と

相
成
っ
た
。

優
勝
決
定
戦
で
は
要
の
二
人

が
抜
け
落
ち
た
チ
ー
ム
事
情
で

あ
っ
た
が
、
序
盤
は
善
戦
。

「
も
し
か
し
た
ら
…
と
思
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
後
に
述
懐
し
た

落
合
監
督
。
だ
が
そ
う
思
っ
た

瞬
間
、
勝
利
は
掌
か
ら
滑
り
落

ち
る
も
の
だ
…
。

地
力
に
勝
る
東
京
A
チ
ー
ム

が
試
合
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
11

対
6
で
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

両
チ
ー
ム
の
違
い
は
選
手
層

の
厚
さ
。
次
回
は
東
京
を
圧
倒

す
る
選
手
層
で
臨
も
う
。

【
レ
ポ
ー
ト
・
編
集
部
】
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6
・
7

秋
田
地
本
・
山
形
県
支
部
配
転
者
交
流
会

6
・
11

第
2
回
選
挙
管
理
委
員
会

第
5
回
婦
人
部
常
任
委
員
会

第
10
回
地
本
執
行
委
員
会

6
・
14

第
41
回
安
プ
ロ
・
第
32
回
各
支
部
業
長
合
同
会
議

6
・
15

地
本
組
織
対
策
会
議

6
・
19

貨
物
会
社
夏
季
手
当
低
額
回
答
に
抗
議
す
る
集
会

6
・
20

東
日
本
書
記
長
会
議

6
・
21

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議
（
学
習
会
）

第
3
回
選
挙
管
理
委
員
会

貨
物
会
社
は
、
6
月
17
日
、
「
14
年
度
夏
季
手
当
に
関
す
る

申
入
れ
（
国
労
闘
申
9
号
）
」
に
対
し
、
「
基
準
内
賃
金
の
1・

25
ヶ
月
分
、
7
月
7
日
支
払
い
」
の
超
低
額
回
答
を
行
っ
た
。

地
方
本
部
は
、
指
示
58
号
を
発
し
、
貨
物
会
社
に
対
し
て
抗

議
行
動
の
展
開
を
指
示
し
た
。

闘いの現状を報告する大越議長

3連投の大倉選手は敢闘賞

初日ホームラン賞を受賞した小松選手

準
優
勝
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る



仙
台
地
方
電
気
協
議
会
は
5

月
17
日
青
葉
パ
ー
ク
ビ
ル
に
お

い
て
第
19
回
定
期
委
員
会
を
開

催
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
地
電
協

千
葉
議
長
は
、
▼
太
平
洋
戦
争

開
戦
前
を
彷
彿
さ
せ
る
現
在
の

安
倍
政
権
の
危
険
な
政
治
手
法

▼
モ
ノ
を
云
わ
せ
ぬ
秘
密
保
護

法
の
取
り
扱
い
▼
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
を
含

む
労
働
法
制
改
悪
の
危
険
性
等

に
触
れ
、
ま
た
貨
物
の
仲
間
と

連
帯
し
、
憲
法
に
守
ら
れ
た
労

働
争
議
権
（
ス
ト
ラ
イ
キ
）
の

行
使
を
視
野
に
入
れ
た
運
動
の

展
開
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
た
。

東
日
本
電
協
高
橋
議
長
、
仙

台
地
本
原
子
書
記
長
か
ら
あ
い

さ
つ
を
受
け
た
後
、
大
橋
事
務

長
よ
り
一
年
間
の
闘
い
の
総
括
、

ま
た
千
葉
議
長
か
ら
向
こ
う
一

年
間
の
運
動
方
針
の
提
起
が
あ

り
質
疑
に
入
っ
た
。

討
論
の
後
、
地
本
歌
川
業
務

部
長
か
ら
交
渉
の
経
緯
や
問
題

点
は
支
社
に
質
し
て
い
く
回
答

が
あ
り
、
大
橋
事
務
長
の
総
括

集
約
で
「
職
場
で
闘
い
続
け
る
」

意
思
統
一
を
し
、
千
葉
議
長
の

団
結
頑
張
ろ
う
で
終
了
し
た
。

★
貨
物
宮
城

▼
こ
こ
数
年
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流

が
未
開
催
。
是
非
組
合
員
の
交

流
の
場
を
▼
旅
客
の
仲
間
は
貨

物
の
厳
し
い
実
態
を
把
握
・
理

解
不
足
ゆ
え
に
ス
ト
の
戦
術
配

置
を
出
来
な
い
の
で
は
▼
若
手

社
員
が
会
社
に
夜
勤
時
の
照
明

を
要
求
。
国
労
が
職
場
で
声
を

上
げ
要
求
す
る
姿
を
見
て
の
事

だ
と
思
う
。
自
分
た
ち
の
運
動

に
自
信
と
確
信
。

★
仙
台
信
通

▼
14
春
闘
。
3
月
19
日
に
現
場

長
に
要
請
。
新
採
配
属
翌
日
に

組
合
説
明
を
三
役
で
実
施
。
組

織
拡
大
に
向
け
取
組
を
継
続
す

る
▼
過
日
、
通
信
の
プ
レ
ダ
ス

障
害
が
あ
り
メ
セ
社
員
が
４
名

出
動
。
団
交
の
仕
切
り
が
曖
昧

に
な
っ
て
い
る
。
再
度
学
習
を
。

★
福
島
連
合
（
電
力
）

▼
列
車
巡
視
や
線
閉
業
務
等
。

東
北
線
と
奥
羽
線
の
巡
視
は
各

担
当
Ｇ
で
行
っ
て
い
る
が
、
別

グ
ル
ー
プ
の
助
勢
を
言
わ
れ
、

更
に
線
閉
手
続
き
も
し
て
い
る
。

担
当
エ
リ
ア
と
要
員
を
定
め
た

メ
ン
テ
体
制
の
趣
旨
と
矛
盾
▼

反
対
線
の
列
車
遅
れ
に
気
付
か

ず
列
車
を
止
め
た
。
今
回
は
列

車
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
気
づ
き
止
ま
っ

た
が
、
隣
接
線
防
護
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

6
月
7
日
、
新
庄
市
内
に
お

い
て
、
山
形
地
区
配
転
者
激
励

交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
「
国
鉄

分
割
・
民
営
化
」
を
前
後
し
て

秋
田
県
内
か
ら
山
形
県
内
に
強

制
配
転
さ
れ
た
仲
間
達
を
激
励

し
、
ま
た
一
日
も
早
く
地
元
や

希
望
す
る
勤
務
地
へ
戻
れ
る
よ

う
、
秋
田
・
仙
台
地
方
本
部
の

取
り
組
み
を
確
認
す
る
場
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

会
は
新
庄
連
合
分
会
の
東
海

林
さ
ん
の
司
会
で
開
会
し
、
主

催
者
を
代
表
し
山
形
県
支
部
原

田
委
員
長
は
、
「
四
半
世
紀
が

過
ぎ
て
も
未
だ
解
決
を
見
な
い

状
態
が
続
い
て
い
る
。
両
地
方

本
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
支
社
に
、

ま
た
エ
リ
ア
本
部
か
ら
本
社
に

対
す
る
働
き
か
け
を
更
に
強
め

て
も
ら
い
早
期
解
決
を
図
り
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
仙
台
地
本
原
子
書

記
長
と
秋
田
地
本
高
橋
副
委
員

長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

取
り
組
み
と
現
状
報
告
を
行
っ

た
。会

で
は
各
地
区
や
分
会
ご
と

に
参
加
者
全
員
の
紹
介
が
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
に
対
し

激
励
と
笑
い
に
包
ま
れ
て
盛
会

の
内
に
散
会
し
た
。

※
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

原
子
清
貴

武
田
昌
仙

原
田
好
太
郎

田
村
孝
一

菅
野

聡

相
馬

厚

佐
藤
芳
明

山
王
丸
正
寿

土
田

聡

東
海
林
茂

青
砥

淳

山
村

渉

能
登
井
康
夫

若
野
伸
一

山
口

恒
好

斉
藤
正
人

池
田
直
喜

小
松
田
良
司

渋
谷
慶
次

杉
山
浩
一

鈴
木
幸
春

佐
藤
洋
介

高
橋

誠

後
藤
重
文

高
橋
英
樹

高
橋

毅

加
賀
谷
靖

佐
々
木
晴
孝

後
藤
和
哉

石
山

稔

小
林

明
宏

日
高
則
男

第２６８２号 国労せんだい ２０１４年７月１０日

団結 抵抗 統一

仙
総
所
支
部
執
行
委
員
の
原
田
靖
さ
ん
が
、

6
月
25
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
56

歳
で
し
た
。

原
田
さ
ん
は
6
月
14
日
、
脳
内
出
血
で
倒

れ
救
急
搬
送
さ
れ
、
病
院
で
療
養
中
で
し
た

が
、
意
識
を
取
り
戻
す
こ
と
な
く
静
か
に
息

を
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。

情
に
厚
く
義
理
堅
く
、
面
倒
見
の
良
い
人

柄
は
、
ま
さ
に
「
親
分
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し

く
、
大
先
輩
か
ら
若
手
後
輩
ま
で
、
分
け
隔

て
な
く
接
し
、
ご
家
族
は
も
と
よ
り
、
職
場

や
組
合
関
係
者
の
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

地
本
に
関
わ
る
運
動
関
係
で
は
、
春
闘
事

務
局
の
委
員
を
担
い
仙
総
所
支
部
の
ま
と
め

役
と
し
て
、
ま
た
国
労
東
日
本
本
部
主
催
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
、
仙
台
地
本
チ
ー
ム
の

精
神
的
な
大
黒
柱
と
し
て
、
駅
伝
レ
ー
ス
の

上
位
入
賞
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

退
職
の
お
知
ら
せ

5
月
31
日
付

柳
沼

幸
夫
さ
ん

郡
工
装
置
科

（
Ｔ
Ｋ
Ｋ
郡
山
）

桜
井

勝
彦
さ
ん

福
島
地
区
（
運
輸
）

（
テ
ク
ノ
仙
台
東
）

菊
地

尚
一
さ
ん

郡
山
駅
連
（
運
輸
）

（
テ
ク
ノ
福
島
）

小
野

一
男
さ
ん

仙
宮
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

小
野
寺

芳
男
さ
ん

仙
宮
運
輸
区

菊
田

優
さ
ん

東
工
所

（
鉄
建
建
設
）

中
葉

昌
利
さ
ん

福
島
地
区
（
運
輸
）

（
退
職
）

坂
本

正
幸
さ
ん

東
工
所

（
岩
手
県
職
員
）

○
エ
ル
ダ
ー
退
職

笠
井

久
雄
さ
ん

米
沢
連
合

（
テ
ム
ズ
郡
山
）

春
日
部

栄
一
さ
ん

会
津
若
松
地
区

（
会
津
鉄
道
）

上
野

正
利
さ
ん

福
島
建
築

（
Ｂ
Ｔ
若
松
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

出
向

6
月
１
日
付
 

山
田

芳
夫
さ
ん

岩
沼
駅

←
Ｔ
Ｓ
Ｓ
亘
理
駅

荒

昭
美
さ
ん

亘
理
駅

←
Ｔ
Ｓ
Ｓ
亘
理
駅

荒

康
宏
さ
ん

亘
理
駅

←
Ｔ
Ｓ
Ｓ
亘
理
駅

在りし日の原田さん

の
見
通
し
（
設
置
場
所
）
に
問

題
は
な
い
か
疑
問
。

★
郡
山
信
通

▼
今
年
は
新
採
4
人
が
配
属
。

三
役
で
組
合
説
明
を
し
た
。
今

後
、
仕
事
や
付
き
合
い
を
教
え

な
が
ら
関
わ
り
を
持
ち
、
組
織

拡
大
に
繋
げ
た
い
▼
仙
台
支
社

と
水
戸
支
社
で
相
互
援
助
協
定

を
結
ん
で
い
る
が
、
い
ざ
現
場

に
行
っ
た
ら
協
定
外
の
設
備
。

し
っ
か
り
し
て
も
ら
い
た
い
▼

技
セ
内
で
相
当
の
超
勤
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
る
。
組

織
と
し
て
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

★
若
松
地
区

▼
最
近
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
全
員
配

布
さ
れ
た
が
使
用
・
活
用
に
不

安
・
疑
念
が
あ
る
▼
安
全
（
保

安
体
制
）
問
題
。
電
気
は
実
直

に
守
っ
て
る
が
、
例
え
ば
保
線

は
総
合
巡
視
を
2
名
で
実
施
。

ど
う
な
の
か
▼
規
定
値
外
デ
ー

タ
は
な
く
す
方
向
だ
が
、P

社

工
事
で
取
替
後
、
規
定
値
外
で

も
使
用
開
始
の
実
態
。
歯
止
め

は
ど
う
す
べ
き
か
。

【
報
告
・
電
気
協
議
会
】

挨拶する千葉議長

30人を越える仲間が集った


